
              [ 子供に寄り添う ] 
構音の習得時期には個人差があり,どの年齢でどこまで完成していくかは 

不透明な部分ではあります。また,習得時期に,誤った構音方法で理解した 

ため間違ったまま定着したものもあります。しかし,これは子供たちの言語 

環境が悪かったためでも,発達の異常でもありません。子供たちの状況を理解し,正しい道を示すことで 

本来の発音の仕方に導けばよいのだと思います。また,吃音に関しては,単に「話し方の特徴」であり,  

発達障害ではありません。その話し方のまま,自信をもって他人と会話したり,意見を発表する姿勢を 

身に付けたりすることが解決すべき課題なのだと思います。 

 「ことばの教室」では,今年度も子供たちに寄り添い,１時間１時間を大切にして授業を進めて参ります。よろ

しくお願いします。 

 

 確認事項 

１ 通級学級、指導の時間は裏ページの通りです。 

 

２ 今年度より,宇都宮市の通級学級の制度改正により,サテライト校の設置がきまりました。 

  岡本北小学校が拠点校,上河内中央小学校がサテライト校として指定されました。サテライト校には本校より

指導教員が週１回出かけることになります。なお,対象児童は（原則）下記のようになります。 

 岡本北小で授業を受ける児童  ：岡本北小・岡本西小・岡本小・田原小・田原西・白沢小に在籍する児童    

上河内中央小で授業を受ける児童：上河内中央小・上河内西小・上河内東小に在籍する児童  

 

 ３ 岡本北小・上河内中央小在籍の児童の授業時間は,授業内容との関係で担任と調整し決定させていただき

ました。その他の学校に在籍する児童は,年度末の希望調査をもとに決定させていただきました。 

 

 ４ 今年度も,連絡ファイルを活用します。保護者・学級担任・言葉の教室指導担当者の間で,お子様の学校やご

家庭での様子を共通理解し、双方向的に支援に役立てるためのものです。なにかあれば記載していただけ

るようお願いします。（何もなければサインのみで結構です） 

 

 ５ 授業の欠席の場合 

・前日までに連絡可能な場合岡本北小へ 

・当日急遽欠席の場合は授業校（岡本北小・上河内中央小）へ  連絡お願いします。 

      ※祝祭日、長期休暇中（夏季・学期間・冬季休業時）、授業は行いません。  

      ※お子様の学級がインフルエンザ等で学級休業になった場合、ご本人の健康状態に関わらず授業は

行いません。 

 ６ 保護者の方とのお話をさせていただく場 

   保護者送迎の場合         ：随時お話させていただきます。 

   自校内で指導をうけている場合：夏季休業の懇談会等で時間を設定させていただきます。 
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    連絡先 岡本北小学校    ： ０２８－６７３－５８１０ 

      上河内中央小学校  ： ０２８－６７４－２０１８ 

 

岡本北小学校での授業時間        上河内中央小学校での授業時間 

校 時 時 間 

１ ８：４０～  ９：２５ 

２  ９：３５～  １０：２０ 

３ １０：４５～ １１：３０ 

４ １１：４０～ １２：２５ 

５ １３：５５～ １４：４０ 

６ １４：５０～ １５：３５ 

７ １５：５０～ １６：３５ 

  

担当教員より 

金子靖子：今年度から岡本北小学校「ことばの教室」を担当させていただきます。水・木・金の指導を行

います。子供たちの笑顔を大切にしながら，一つでも多く「できた!」を増やせるよう努めたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

渡邉 功：本校での勤務２年目になります。個々の抱えている課題を解決するため、子供たちの気持ち

に寄り添って指導を実践していこうと思います。月・火曜日の指導を行います。「楽しい時間」

を作っていこうと思います。 

校 時 時 間 

１ ８：3０～  ９：１５ 

２ ９：２５～  １０：１０ 

３ １０：３５～ １１：２０ 

４ １１：３０～ １２：１５ 

５ １３：５５～ １４：４０ 

６ １４：４５～ １５：３０ 

７ １５：４５～ １６：３０ 

ことばの教室で行う「構音指導」は,口や舌などの構音器官を正しく使い動かすことができるように

する訓練,正しく聞き取りができるようにする耳の訓練が中心になります。 

子供たちは,呼気の強弱の小さな違いを感じとったり,舌の微妙な挙上や脱力を調整したり,音が作

られる位置を感覚的に捉えたり・・と非常に難しくかつ面白みのない作業に取り組むことになります。

それでも,修得には時間がかかり,明確な成果が現れない時間が長期になる子もいます。指導時は様々

な方法で,集中を持続させるよう努力しますが,ご家庭の方の言葉かけも必要になってきます。ご家庭

で一緒に練習したり,子供たちの小さな変容に耳を傾けほめてあげたりしながら,子供たちの学びを支

えてあげてください。 


